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中尾佐助教授著作目録

(1982年１２月末現在）

書著

r秘境ブータン』毎日新聞社１９５９（第２回出版，現代教養文庫，社会思想社1971）

『ヒマラヤの花一ＬＩＶＩＮＧＨＩＭＡＬＡｙＡＮＦＬＯＷＥＲＳ－』毎日新聞社１９６４

『栽培植物と農耕の起源」岩波新書，岩波書店１９６６

『アジア文化探検』講談社現代新書，講談社１９６８

『ニジェールからナイルへ』講談社１９６９

『照葉樹林文化一日本文化の深層一』（上山春平編，中尾佐助・吉良龍夫・岡崎敬・

岩田慶治．上山春平司会）中公新書，中央公論社１９６９

『料理の起源』ＮＨＫブックス，日本放送出版協会１９７２

｢続照葉樹林文化一束アジア文化の源流一』(上山春平・佐々木高明・中尾佐助共著）

中公新書，中央公論社１９７６

『栽培植物の世界』自然選書，中央公論社１９７６

『現代文明ふたつの源流一照葉樹林文化・硬葉樹林文化一』朝日選書，朝日新聞社

1978

『日本文化の系譜対論③』（中尾佐助．上山春平共著）徳間書店１９８２

１
２
３
４
５
６

７
８

Ｕ

1１

分担執筆

｢採集及び､種子貯蔵」『農学講座』第５巻柏葉書院１９４９

"Ecologicalnotes”ｉｎＨ篇KIHARA（ed.）Ｆａａｍａａ抑cIfIol･ａｏｆＮｅＰａｌＨｔｍａＩａｙａ

１９５５

｢植物個体群の変異について」（山下孝介共著）駒井卓・酒井寛一細『集団遺伝

学』培風館1956

カラコラム（写真）世界大百科事典ＶＯＬ６平凡社１９５６

"AgriculturalPractice”ｉｎＨ,KIHARA(ed.)Ｌα汎ｄα抑ｄｃγoPsofNePaIHimaIaya-

ScieれtificRes“ｌｔｓｏｆｔｈｅＪａＰａれeseExPedttio汎ｓｔｏＮｅＰａＩＨｉｍａｌａｙａ１９５２－１９５３

ＶＯＬIIFaunaandFloraResearchSociety，KyotoUniversity，１９５６

"Agriculturallmprovement”ｉｎＨ・KIHARA（ed.）Ｌαれ。α抑。ｃγopsofNePaI

HimaIaya-Scie抑tificResⅧＩｔｓｏｆｔｈｅＪａＰａ抑eseExPeditioれｓｔｏＮｅＰａＩＨｔｍａＩａｙａ

１９５２－１９５３ＶＯＬIIFaunaandFloraResearchSociety，ＫｙｏｔｏUniversity，１９５６

"GrainAmaranthus”（ｗｉｔｈＪ・SAuER）ｉｎＨ・KIHARA（ed.）Ｌα抑ｄα抑ＣＩＣγoPsof

NePaIHima1aya-Scte'rLtificResMltsoftheJaPa抑eseExPecIitioれｓｔｏＮｅｌ〕αＩ

ＨｉｍａＩａｙａ１９５Ｚ－１９５３ＶｂＬＩＩＦａunaandFIoraResearchSocietV，ＫｙｏｔｏＵｎｉ－
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versitV，１９５６

"Chille”ｉｎＨ・KIHARA(ed.)Ｌα抑。α抑ｄｃｌ･ｏｐｓｏｆＮｅＰａＩＨｉｍａＩα>'a-SciellttficRe-

sMItsoftheJaP〔mescExI〕cditio1,ｓｔｏＮｅＰａＩＨｉｍａＩα>'αＩ９５Ｚ－ｊＩ９５３ＶｏＬＩＩ

ＦａｕｎａａｎｄＦｌｏｒａＲｅsearchSociety，ＫｙｏｔｏUniversity，１９５６

"Barley”ｉｎＨ・KIHARA（ed.）Ｌα’１．α汎ｄｃｒｏＰｓｏｆＮｃＰａＩＨｉｍａＩα)'a-Scielmtific

Res,(ＩｔＳｏｆｔｈｅＪａＰａ抑CSeExI〕editi()抑ｓｔ(）ＮｅＰａＩＨｉｍａＩα>ｌａＩ９５Ｚ－Ｉ９５３ＶｂＬＩＩ

ＦａｕｎａａｎｄＦＩｏｒａResearchSociety，ＫｙｏｔｏUniversity，１９５６

"Ｗheat”ｉｎＨ,KIHARA（ｅｄ）Ｌα汎ｄα抑〔ＩｃｒｏＰｓｏｆＮｃＰａＩＨｉｍａＩａｙａ－Ｓｃｉｅ抑tific

Rcs,《Ｉｔｓｏｆｔｌ,ｃＪａＰａ汎eseExl〕editio''ｓｔｏＮｅＰａｌＨ【ｍａｌａｙａＩ９５２－１９５３Ｖｂｌ､II

FaunaandFloraResearchSociety，ＫｙｏｔｏUniversity，１９５６

"Oats”(ｗｉｔｈＳ､ＭＯＲＩ)ｉｎＨ・KIHARA(ed.)Ｌα抑〔Iα抑ｄｃｒ()ＰｓｏｆＮｅＰａＩＨｉｍａＩａｙａ－

Ｓｃｉｅ抑tificRes1lItsoftI'ｅＪａｌ〕α抑ＣＳＣＥKPe〔IitioれｓｔｏＮｅｌ〕αＩＨｉｍａＩａｙａ１９５Ｚ－Ｉ９５３

ＶＯＬＩＩＦａｕnaandFloraResearchSociety，ＫｙｏｔｏUniversity，１９５６

"ＨｏγdeMmbreQ'isu(Iﾌlatz｛ｍ'，ｉｎＨ・KIHARA（ed.）Ｌα汎ｄａ１１ｄｃγoﾉﾌ゙sofNcPaI

HimaIaya-Scie11tiｆｉｃＲｅｓ１ｌＩｔｓｏｆｔｈｅＪａＰａ汎eseExPcditio抑ｓｔ(）ＮｅＰａＩＨｉｍａＩａ､,ａ

１９５２－１９５３ＶＯＬＩＩＦａｕｎａａｎｄＦｌｏｒａＲｅｓｅａｒｃｈＳｏｃｉｅｔＶ，ＫｙｏｔｏUniversity，１９５６

"'nansmittanceofcultivatedplantsthroughSino-Himalayanroute”ｉｎＨ

ＫＩＨＡＲＡ（ed.）Ｌα汎ｄαれｄｃｒｏｌ〕ｓｏｆＮｅｌ〕αｌＨｉｍａＩａｙａ－Ｓｃｉｅ抑tげicResl(ｌｔｓｏｆｔｈｃ

ＪａＰａ汎eseExPeditio抑ｓｔｏＮｅＰａＩＨｉｍａｌａｙａ１９５２－１９５３ＶＯＬIIFaunaandFlora

ResearchSociety，ＫｙｏｔｏUniversity，１９５６

｢中央アジアの,'111(物界」『世界文化地理体系』８（''１央アジア）平凡社１９５８

｢ヒマラヤのｲIi1(物」『世界文化地理体系』８（中央アジア）平凡社１９５８

｢中央アジアとヒマラヤの栽培|;''1(物」『世界文化地理体系』８（中央アジア）平凡社

１９５８

｢中央アジアの動物」『-世界文化地理体系』８（中央アジア）平凡社１９５８

｢秘境ブータン」『世界の旅』ＶｂＬＺ（インドから熱砂の|玉Iへ）中央公論社１９６２

｢稲，麦の起源」『古代史講座』ＶｏＬＺ岩波書店１９６２

｢アッサム地方」「世界地理風俗体系」ＶｏＬ１１（インド半Ｉ的）誠文堂新光社１９６３

｢ヒマラヤの生物」『世界地理瓜併体系」ＶＯＬ１１（インド半)舟）誠文堂新光社

１９６３

｢ネパール」『-世界地理風俗体系」ＶｂＬ１１（インド半出）誠文堂新光社１９６３

｢ブータン」「-世界地理風ｲ芥体系』ＶｏＬ１１（インド半島）誠文堂新光社１９６３

｢生物学」『アジア・アフリカ地域研究のありノブについてのシンポジウム（スワヒリ語

地域を中心に）記鉢』日本学術会議アジア・アフリカ研究特別委貝会１９６３

"MaizefromAfghanistanandKarakoram”（ｗｉｔｈＹ;SoFuE）ResⅧＩｔｓｏｆＫｙｏｔｏ

Ｕ１血,､SCi､ExPEdittoれＶＯＬＩ１９６５

"MiiletsfromAfghanistanandKarakoram”(ｗｉｔｈ工MATsuMOTo＆mnNAKA）

Resu(ＩｔｓｏｆＫｙｏｔｏＵ抑加.Sci,ＥＸｉ〕editio抑ＶｂＬＩ１９６５

４
５
６

１
１
１

７
８
９
０
１

１
１
１
２
２

ワ‘）

2３

２４

2５

2６



９
０
１

３
４
４

｢農業起洲論」森下正明・吉良竜夫細今西錦司岬士還暦記念論文集『自然一生態学

的研究』中央公論社１９６７

｢人独生活とイネ」（「イネ」の一部を分仙）大日本百科･事典２小学館１９６８

｢米，洲，すし」（上山春平・篠田統対談）『シンポジウム，日本と東洋文化』

新川社１９６９

｢スーダンの農耕文化とヤム．ベルト」山下孝介細『大サハラ』講談社１９６９

"Meco汎Cl〕sis”妓新|堂I芸大辞典Ｖ01.4誠文堂新光社１９６９

"Rhodode抑｡γolr,”鼓新園芸大辞典Ｖ01.5誠文堂新光社１９７０

｢高山の花」『高山の花，高山,Ｍ物写真図譜』毎日新聞社１９７１

｢インド皿大陸の人びとと文化」（中尾佐助・梅樟忠夫・佐々木高明対談）『探検と

同険』２巻朝日新聞社１９７２

｢雲南周辺の仙物探検概史」『探検と冒険』２巻朝日新聞社１９７２

｢照葉樹林文化と稲作文化」『探検と冒険』２巻朝日新聞社１９７２

｢ヒマラヤとその周辺」（中尾佐助・椎林忠夫・谷素・佐々木高lﾘｌ対談）『探検

と冒険』２巻朝日新聞社１９７２

｢探検組織論」（中尾佐助・加納一郎・泉靖一・他Ll敬二・本多勝一・怖林忠夫司

会）『探検と冒険』３巻朝日新聞社１９７２

｢''１然と人」『わが思索，わが風土』朝日新聞社１９７２

｢救培航物と農耕の起源」『第29回都市銀行研修会講義集』東京銀行協会１９７４

｢城端l11i(物の起源をたずねて」『昭和49年度理科研修会研究集録』私学教育研究所

１９７５

｢色景でなくても_ｌ『私たちの風景』毎日新聞社１９７５

｢照葉樹林」『私たちの風景』毎日新聞社１９７５

｢生態系の保護」『私たちの風景』毎日新聞社１９７５

｢人間とゴリラ」『明日を老へるヒント』ＰＨＰ研究所１９７６

Editor'ｓＮｏｔｅ，“'Itmaka，sCyclopediaofEdiblePlantsoftheWbrld”Keigaku

Pub､ＣＯ.，’Ibkyol976

｢序にかえて」力Ⅱ藤泰安・中尾佐助・怖神忠夫締今西釧司博士古稀記念論文集『山

研森林生態学』中央公論社１９７６

｢日本の高山柚物は亜高山帯にある」『科学ブックス』共立出版１９７７

｢肉と魚の料理」『人生読本，たべもの』河出書房新社１９７８

｢世界のキク」川添登・山田宗睦対談『菊』(エナージー対話12）エッソ・スタンダ

ード石油株式会社１９７８

｢、然と人間」『新編現代国語２』（高等学校国語科用）学校図書株式会社

１９７９

｢田園部Iljには小ｲ;11〔物園を数多くつくれ」『田園都市構造と森林』日本林政ジャーナ

リストの会１９７９

｢東南アジア農耕文化試論」小合龍夫細『東南アジアの農村における果樹を中心とし
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6８

た柿物利用の生態学的研究』（文部省科研ﾂ<補助金による海外学術調査報ｆｌｆ害）１９８０

｢文明の母胎となった農耕文化_Ｉ『冬休み朝日科学教室』朝日新聞社１９８０

｢食物文化史」『昭和55年度大阪府立大学府氏講座テキスト』大阪府立大学１９８０

解説「ダーウィン，今西錦司と並ぶ」小松左京著『はみだし生物学』平凡社１９８０

r料理の起源_」『食事の文化一世界の民族ゼミナール』朝}I新聞社１９８０

｢食べるということ」『食の文化』講談社１９８０

r農耕の食」「食の文化シンポジウム'８０人間.たべもの・文化』平凡社１９８０

対談「歌坦考」坪井清足監修『よみがえる平城宮一天平の生活白書』日本放送出版

協会１９８０

対談「天平のメニュー」坪井満足監修「よみがえる平城桝一天平の生活白書』日本

放送出版協会１９８０

｢照葉樹林のおもかげ」『板倉康二郎対談柴，歴史と文明』畑地農業振興会１９８１

｢死の谷プナカ」『エッセンス・オブ・エッセイ』（-ド）日本エッセイスト・クラブ

１９８１

｢作物と雑草」『自然読本，野の草』河出非腸新社１９８１

解説，本多勝一著「ニューギニア高地人』本多勝一シリーズ，朝日新聞社１９８１

｢柿物油の文明史」『これからの１０年，食と雌康』日本油脂協会１９８２

｢序」『文部省特定研究経費・オセアニア海域における水陸総合学術調査（ＮＡｙ’81）

Ｉ・昭和56年度研究経過報告書』鹿児島大学南方海域研究センター・オセアニア海

域における水陸総合学術調査隊１９８２

｢パプア・ニューギニアにおける半栽培柚物群について」小合龍夫締「東南アジア及

びオセアニアの農村における果樹を中心とした柚物利用の生態学的研究』

（文部省科学研究費補助金による海外学術調査報告書）１９８２

｢栽培植物の起源」『医科学大辞典』ＶｏＬ１７講談社１９８２
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新聞・雑誌・その他

｢ゴビとマンハ」『学芸』No.３０１９４７

｢骨うらなひ」『学芸』No.３４１９４７

｢中国周辺山舟地,勝の農耕文化類姻について」『学芸』No.３７１９４７

｢ダルハンオーラ」『.岳人』No.３１９４７

｢日本とチベットの大麦」『Saiensu』No.３１９４７

｢大麦の概念のうつりかわり」『遺伝」ＶＯＬＺ,No.４１９４８

r作物と雑草」『人文地理』１巻３号１９４９

｢小興安徹勘旺河紀行」（上．下）『岳人』No.１５（上)，No.１６（下）

｢対馬へ大麦採集旅行に」『産業経済新聞』６月１７日（夕刊）１９５０

｢大陸の花の憶い出」『日本花弁園芸協会会報』No.７１９５０

｢集団遺伝学」「科学文献抄』ＶＯＬｚ３（生物の集団と環境）１９５０

｢液麦文化圏」『自然と文化』No.１１９５０
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｢儒大麦について」『生研時報』No.４１９５０

｢近畿４府県の大麦変祁の分布（大麦採集報告11)」『生研時報』No.４１９５０

"OntheMongoliannakedoats，ｗｉｔｈspecialreferencetotheirorigins.'，Sci・

ReP・Ｆａｃ・ＡｇＴ・ＮａれれｕａＵｍｌｕ，Ｎｏ．１１９５０

"NotesontheMongolifmvegetations”Ｂ皿.BiogeogγαPh､soc・Ｊａｌ〕α汎Ｖｏｌ､１５

１９５１

ＳａｓｕｋｅＮＡＫＡｏａｎｄ'IbmosaburoYABuNo“Cytologicalandecologicalstudies

onJapanesebarnyardmillet（Echmochloafrz‘ｍｅ抑tacca（RoXb.）Ｌｍｋ.）andits

wildrelatives、I-CIassificationofJapaneseindigenousspeciesinrelationto

cytolｏｇｙａｎｄｅｃｏｌｏｇｙ.－”Seike抑ＺｉｈｏＮｏ,５１９５２

｢ヒマラヤの植物」『スポーツ毎日』２月21日１９５３

｢生物の変異集団」『科学文献抄』ＶｏＬＺ５（生物の変異性）１９５３

｢ヒマラヤの春の花」『毎日新聞』２月24日１９５４

｢ガネシュ・ヒマールの神秘」『毎日新聞』５月５日（夕刊）１９５４

｢なぜイネの起源をさぐるか」（木原均・山下孝介対談）『毎日新聞』１０月３日

１９５４

｢ヒマラヤの自然を見る_！『少年写真ニュース』No.８１９５４

｢マナスル1953年科学班の旅」『山岳』ＶｂＬ４９１９５４

｢カラコルムの印象_ｌ『大阪府立大学新聞』１０月５日１９５５

｢カラコラムの氷河_,（グラビア撮影中尾佐助・藤田和夫・松下進）『科学朝日』

12月号１９５５

｢カラコラム探検隊の食稚」『イカリニユース』ＶＯＬ４，No.１１１９５５

｢カラコラムの山々」『岳人』No.９３１９５６

rカラコラムの印象_ｌ『岳人』No.９４１９５６

｢マナスル登山によせて」『郵政』ＶＯＬ８，No.８１９５６

｢ヒマラヤ，カラコラムを写す」『マミヤクラブ』ＶＯＬ４，No.６１９５６

"InformationofNorinwheatvarieties”(with'工KAwAsE）Ｗｈｅａｔｌれfoγmatio抑

Seγ‘uiceNo､３１９５６

r資料写真のとりかた」『探検』ＶＯＬ１京大探検部１９５７

‘‘Breadfruits,yamsandtarosofPonapelslahds”ＰγocSeue抑thPacificSci・

ＣＯ抑9.ＷｾⅡ伽gtoれ１９５７

｢河南省洛陽漢墓出土のコメについて」『東洋史研究』ＶＯＬ16,No.３１９５７

｢秘境ブータンー中尾助教授の探検記」（１．出発，２．山ヒル地帯を行く，３．豊か

な二千メートルの山国，４．チョモラリヘの道，５．チベット国境へ）『毎日新聞」

８月１８日～８月２４日１９５８

｢竜国王に招かれて」『サンデー毎日』１０月３０日号１９５８

"Vｾγo汎icapeγsicainHiroshima”（ｗｉｔｈＫ,YAMAsHrrA）Ｒｅｓｅａｒｃｈｉ汎thceffects

a抑。’抑fIMe抑ｃｅｏｆｔｈｅ汎孤cleαγbombtestexPlosio抑１９５８
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｢世界の秘境ブータンをゆく」『毎日グラフ』１月１９５９

｢秘境ブータンー中尾助教授の探検記」（１．離宮パロ。ゾン，２．ニュースの辺境，

３．ハ群の統治者，４．大名行列と共に，５．かくし妻，６．日かげの谷，７．テス

・ラさんの恋，８．氷河期の足あと，９．農家への招待，１０．進化が眼前に，１１．大

まき狩り，１２．ネール首札|の道，１３．のんびりした囚人，１４．士・農・工・商，１５．

王様にお目見え，１６．奥地への希望，１７．すばらしい食事，１８．危機，１９．ヤクの牧

人たち，２０．ヒマラヤの屋根，２１．雪男，２２．温泉と悪夢と，２３．古都プナカ，２４．

ミタンという牛，２５．地酒，２６．農夫たち，２７．まぼろしの山，２８．妻と叡い，２９．怪

物探検，３０，近代化する国，３１，密林，３２．自然児たちの生活，３３．高山の草や木，

34．青いケシ，３５．大弓コンテスト，３６．漆の国，３７．生活のリズム，３８．バターと

チーズ，３９．服地，４０．男女のスタイル，４１．住まい，４２．マチャンの中の恋，４３．

麦，４４．稲，４５．遷都，４６．七人の王様，４７．ことば，４８．民族の感情，４９・かかあ

天下，５０．さようなら）『毎日新聞』１月４日～３月25日（夕刊）１９５９

｢ヒマラヤの花」『毎日新聞』４月１２日１９５９

｢ブータンを旅して」『大阪府立大学新聞』４月30日１９５９

｢結婚式のない-世界」『週刊文春』１１月１８日号１９５９

｢ヒマラヤのシャクナケ」『日本つつじ協会報』ＶＯＬｚｌ９５９

｢ヒマラヤのそば」『そば』No.１蕎麦のれん社１９５９

｢ブータン西北の旅一タカコンのことなど－」『ＴＨＡＫＴ○』No.Ｚ大阪府立大学山

岳部１９５９

｢ブータンの旅」『れいえん』No.９束洋レーヨン滋賀工場１９５９

‘‘BhutanHimalaya'，Ａｍｅγica抑AIPilrleJoⅧγれα１１９５９

｢雪男は存在するか－アンケート」『モンキー』No.２３１９５９

‘‘BhutanHimalaya'，ＥＳ耐ａｔｔｏ〔IeIIaR帥istadelClMbAIPi'rlo，ＩｔａＩｉａれｏｌ９５９

｢竜国王に招かれて」『今橋ニュース』No.８６１９５９

｢ヒマラヤの高山柿物」（特集夏休みの生物学習）『遺伝』ＶＯＬ13,No.８１９５９

｢ブータンの山山」『岳人』No.１３２１９５９

｢稲のふるさと－シッキム・アッサム調査記」（１．国境を越えて，２．消えゆくチベ

ット人，３．レプチャ族，４．ミスター。ラクスム，５．血をとる日本人，６．山か

げのオレンジ，７．歌声の民族，８．カシアの丘，９．カイコの話，１０．はるかなる

道）『毎日新聞』２月11日～２月24日（夕刊）１９６０

｢稲の祖先をさぐる」『毎日新聞』２月29日１９６０

｢謎の国，ブータン探検」（中尾佐助他，対筆談）『少年画報』４月号１９６０

｢稲の祖先を訪ねて」『今橋ニュース』No.９９，４月号１９６０

アンケート｢私の好きな旅行家と旅行記」『文芸春秋』第38巻,第８号,夏の増刊１９６０

｢北満に似た械物」『朝日新聞』（北海道版）８月31日１９６０

｢ネパール産の新野生型大麦について」（日本育種学会第18回講演会講演要旨・昭和３５

年８月29～３０日）『育種学雑誌」ＶＯＬ10,No.４日本育種学会１９６０
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｢受賞式に孤独の出席」『日本エッセイスト・クラブ会報』No.１２１９６０

｢ヒマラヤのＩＭＩ」ＪａＰ.○１℃hidSoc．Ｂz‘ＩＬＶＯ1.61960

｢柿物遺伝学より見たる秘境ブータン」『一水会会報』ＶｂＬ３,No.７１９６０

Ｈ・ＫＩＨＡＲＡａｎｄＳ・ＮＡＫＡＯ“ＴｈｅｒｉｃｅｐｌａｎｔｉｎＳｉｋｋｉｍ．－Areportofthe

ScientificMission.”Seike抑ＺｉｈｏＮｏ､１１１９６０

｢食べる食物史」（１．すべての文化はバナナから，２．私のラバさんのイモ，３．タ

ローイモとズイキ，４．ヤムイモとトロロ，５．サトウキビ，６．コンゴをつくった

根栽文化，７．パンの木のはんらん，８．余暇を生むサゴヤシ，９．石器時代からの

クズ，１０．コンニャク談議，１１．ヤクも食べぬワラビの芽，１２．照葉樹林の文化，１３．

レーペットというお茶，１４．嵐昌柑を求めて，１５．アゼマメのひろがり，１６．石ケン

の代用品，１７．純日本産のヤサイ(1)，１８．純日本産のヤサイ(2)，１９．マラソンのひけ

つ，２０．雑草のような穀物，２１．キビとアワの始まり，２２．ニゼル川の雑穀文化，２３．

不思議なシコクビエ，２４．果物でないスイカ，２５．ソバの味，２６．ハトムギとモチ，

27．タマリンドの木蔭，２８．パルミラヤシ，２９．ピーナッツのような豆，３０．マメの

国インド，３１．水湿地の雑穀，３２．アフリカ産のイネ，３３．アジアの野生イネ，３４．

バラバラ落ちる野生イネ，３５．ムギと雑草，３６．ピラミッドをつくったムギ，３７．パ

ンコムギの秘密，３８．コムギと粉食，３９．二次作物とは，４０．四つの農業起源）

『朝日新聞』（大阪版）１月29日～11月１５日１９６１

｢ヒマラヤの花」『朝日新聞』４月20日１９６１

｢花の王しゃくなげ」『産業経済新聞』５月１３日１９６１

｢茶は末代養生の仙薬なり」（木村康一・中尾佐助・森鹿三対談）『淡交』１０月号

１９６１

｢ヒマラヤを越えながら運ぶNo.１２」『文芸春秋』ＶＯＬ39,No.ｌＺｌ９６１

書評（木村資生著『集団遺伝学概論』について）『生物科学』ＶＯＬ13,No.２１９６１

"BhutanHimalaya,,Ｓα汎ｇａｋＭＮｏ､５５１９６１

｢ヒマラヤにかおる野生のバラ」『ばら』No.７０朝日バラ協会１９６１

｢料理の材料･」『日本経済新聞』１月31日１９６２

｢探検する学者」『東京新聞』４月７日１９６２

｢ヒマラヤと日本人」『国際文化』No.９２１９６２

｢ヒマラヤの結婚式」『三和家庭グラフ」No.７０１９６２

｢東北ネパールの自然と民族」『新教育懇和会叢書』第33集１９６２

｢へんな制度」『東京新聞』９月２日（夕刊）１９６３

｢ブータン国の風俗」『被服文化』No.８１文化服装学院出版局１９６３

｢ヒマラヤの祥」『おおさか』No.１１９６３

｢ヒマラヤの花」『堺ロータリー・クラブ』No.１０９１９６３

｢東北ネパール1962年一ヌプチユー登頂その他一」『山岳』ＶＯＬ５８１９６３

｢パンの味メシの味」『東京新聞』１月20日１９６４

｢ヒマラヤの京都，ポカラ」『神戸新聞』５月１７日１９６４
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9５

｢アフガニスタンの柿物」『太陽』５月号１９６４

"AscentofNupchu',Ｈｉｍａｌａｙａ抑Ｊｏ郡γ抑ａＩＶＯＬ２４１９６４

｢ヒマラヤのl11ii物」（特集ヒマラヤの生物）『遺伝』ＶＯＬ18,No.７１９６４

｢無償の満足」『山と渓谷』２月号１９６５

｢モンゴルにまぼろしの大牧場」『毎日新聞』５月29日１９６５

｢京を見なおす」『京都新聞』８月１２日（夕刊）１９６５

｢農耕文化の要素とアレライゼーション」『人文学報』ＶｏＬｚｌ社会人類学論集，京

都大学人文科学研究所１９６５

衣川喋二郎・中尾佐助「長日条件で起こる蘇包子の発芽および原糸体生長」『蘇苔地

衣雑報』Ｖ01.3,No.９１９６５

中尾佐助・吉村徳彦「薬剤による禾穀類の集団交雑法の研究（予報)」『日本育祇学会

第27回講演会講演要旨・昭和40年４月６～７日」日本育種学会ｌ９６５

ＫＩＮｕＧＡｗＡ，ＫａｎｄＳ・ＮＡＫＡＯ“ＮｏｔｅｏｎＳｐｏｒｅＧｅｒｍｉｎａｔｉｏｎａｎｄＰｒｏｔｏｎｅｍａｌ

ＧｒｏｗｔｈＣｏｎｔｒｏｌｌｅｄｂｙＤａｙＬｅｎｇｔｈｉｎＢγｙＭｍＰｓｅ汎do-tTiqIMe吋況、'，Bot.Ｍα９．

'IbkyoVOL78，Ｎｏ．９２４１９６５

｢ヒマラヤにおける在来和紙の製造原料l:iIli物について」『生活文化研究』ＶＯＬ１３

１９６５

｢アイ・アム・ソリーの精神一日本こそ世界最後の秘境である／－」『文芸春秋』２月

号１９６６

｢民族と植物学」『朝日新聞』４月13日（夕刊）１９６６

｢探検をはばむ政治」（中尾佐助．川村俊蔵対談）『朝日ジャーナル』ＶＯＬ８，No.２

５月号１９６６

｢不老長生の国・フンザ」『からだの科学』No.７１９６６

衣川曝二郎・中尾佐助「オウハリガネゴケ原糸体の培養的性質」『蘇苔地衣雑報』

ＶＯＬ４，Ｎｏ．１１９６６

「ヒマラヤの花」『日本山岳会関西支部報』No.１８１９６６

｢山と青少年」『青少年大阪』No.１０５大阪府青少年問題協議会１９６６

｢すだちとライム」『のれん』No.１７０１９６６

｢栽培植物の起源」『いずみ』ＶＯＬ18,No.７日本女性文化協会１９６６

中尾佐助．渡部忠広「ヒマラヤミツマタの染色体数」『育種学雑誌』ＶＯＬ16,No.４

１９６６

｢文化と花_Ｉ『ＮＨＫ婦人百科,』６月号１９６７

「ヒマラヤ植物の馴化」『神戸新聞』６月１５日１９６７

「自然への復帰」『山と渓谷』７月号１９６７

｢頭の痛い問題，米と日本人」『山陽新聞』７月５日１９６７

「コメと日本人」「新潟日報」７月１１Ｒｌ９６７

｢頭の痛い問題，コメと日本人」『徳島新聞』７月１７日１９６７

「コメと日本人」『東京タイムズ』７月１９日１９６７
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１４

'’３

１１４
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１１７
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１３４

１３５

1３６

'３７

１３８

１３９

１４０

１４１

１４２

｢お米のうまさ」『世界』９月号１９６７

｢日本人の味覚を採点する」『世界』１１月号１９６７

｢名月や----------,『文芸春秋』１１月号１９６７

｢ヒマラヤの柿物」『園芸春秋』No.１８京都園芸倶楽部１９６７

｢山登りの極点」『大阪府立大学学生部だより』No.Ｚ４大阪府立大学学生部１９６７

｢探検雑話」『探検』No.１０京都大学探検部１９６７

｢日本の弟分くブータン>」『朝日ジャーナル』Ｖb1.9,No.１５１９６７

｢私の研究」『大阪国際サイエンスクラブ会報』No.６１９６７

｢ヒマラヤのカランセ」『京都園芸』ＶｂＬ５６エビネ特集号１９６７

｢アマチュア根性一河口慧海師の探検に思う－」『朝日新聞』５月８日１９６８

｢日本雑食文化論」『朝日新聞』６月27日１９６８

｢アジアの酒，アフリカの浦」『松竹柿，ほろ酔い百科』No.３１９６８

｢アジア文化探検」『今橋ニュース』No.２０３１９６８

｢アフリカ農業の起源」『大阪国際サイエンスクラブ会報』No.２６１９６８

衣川堅二郎・辻本義宏・平松和子・中尾佐助「ペチュニアとシロイヌナズナのα一線

感受性」『育種学雑誌』１８巻，別冊２（日本育種学会第34回講淡会講演要旨・昭和４３

年１１月３～４日）日本育種学会１９６８

衣川堅二郎・平松和子・辻本義宏・中尾佐助「交配操作に関係したトウモロコシの若

干の性質」『育祁学雑誌』１８巻，別冊２（日本育種学会第34回講油会講波要旨・昭和

43年11月３～４日）日本育種学会１９６８

｢シツキム・ヒマラヤの思い出」『ヒマラヤ名著全集』月報５１９６８

図書紹介（｢束ヒマラヤの花』について）『山』No.２８０１９６８

｢冒険とは」『読売新聞』６月７日１９６９

｢まだない世界の有用植物誌」『朝日新聞』１１月８日１９６９

｢有用械物の起源と進化」『遺伝』ＶＯＬ23,No.Ｚｌ９６９

中尾佐助．松本豪「佐賀県梅坂遺跡出土古代米について」『九州考古学』３６．３７合

併号九州考古学会１９６９

中尾佐助・水本陽子「Petuniaの旺珠培養に関する基礎研究」『近畿作物・育種談話

会報』No.１４１９６９

｢人類文化史研究の立場からの栽培植物採集」（第１部育種材料の諸問題一植物探索

の戦略および戦術一）『育種学最近の進歩』第11集（第11回日本育種学会シンポジウ

ム報告・1969年10月22～23日）日本育種学会，学術書出版会１９６９

｢ヒョウタンの思い出」『朝日新聞』４月５日１９７０

｢北方からの農耕文化_，『朝日新聞』４月11日１９７０

｢ブータンの酒壷_ｉ『山と渓谷』６月号１９７０

｢<敵対的な自然＞それがほんものだ」『サンテ､一毎日』８月１６日１９７０

書評（『砂漠』について）『経済往来』１２月号１９７０

｢照葉樹林文化小論」『ガーデンライフ』No.３５１９７０
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｢東南アジア文化の基底部」『Energy』ＶＯＬ７，No.３エッソ・スタンダード石油株

式会社ｌ９７０

ＡＲｏＲＡ，ＹＫ.，Ｓ･ＮＡＫＡｏ＆工ＮＡＫＡＪＩＭＡ“PerpetuationofBcgo抑taRExby

asepticculturewithmicrｏ－ｌｅａｆｃｕｔｔｉｎｇｓｕｎｄｅｒｖａｒｉｏｕｓｃｏnditionsofauxinand

cytokinin”ＪａＰａ抑.Ｊ､Ｂγeedi抑ｇＶＯＬＺＯ，No.５１９７０

書評（エミール・ヴェルト著疎内芳彦・飯沼二郎訳『農業文化の起源』について）

『.季刊人類学』ＶｂＬ１，No.１１９７０

コメント（佐々木高明著『シコクビエと早乙女一IH畑の起源についての一仮説一』に

ついて）『季刊人類学』Vol､１，No.１１９７０

コメント（渡辺忠世著『タイにおける｢モチ稲抜培圏｣の成立一栽培稲の変遷過程からの

考察』について）『季刊人類学』ＶＯＬ１，No.２１９７０

｢食べ物に見る共通の土壌」「神戸新聞』１月３日１９７１

｢生態学における日本一照葉樹林文化の位札'一」（小特集「日本学」を再検討する）

『伝統と現代』８月号１９７１

書評（大野盛雄著『ペルシアの農村』について）『世界』９月号１９７１

｢史前帰化柿物」（特集帰化ｲ111(物）『遺伝』ＶｏＬＺ５,No.１２１９７１

磯村英一・上坂冬子・佐伯宗義・中尾佐助「シンポジューム自然と文明の調和を求

めて」『心のふるさと金沢をめざして」金沢青年会議所１９７１

｢ヒマラヤのロードデンドロン」『新花井』No.７１１９７１

コメント（福井勝義著『エチオピアの栽培l:llIl物の呼称の分類とその史的考察一雑穀類

をめぐって』について）『季刊人類学』VO1LZ,No.１１９７１

<座談会＞「成長ゼロの経済社会を考える－いズッコケ思想〃を見『'/Iこそう－」（司会，長

洲一二・松田達郎・中尾佐助・小松左京。北沢方邦対談）『エコノミスト』１月４

日号１９７２

｢古代人にとって自然とは何であったか」『Graphication』２月号１９７２

｢キブシの花」『毎日新聞』４月５日（夕刊）１９７２

｢わが思案わが風土」（１．自然への開眼，２．束アジア文化の源，３．欧州文明の

中心帯，４．無数の帝国が興亡，５．戦争と略奪の過去）『朝日新聞』４月１８日～４

月２２日１９７２

｢ヒマラヤの情報，ダージリン」（思い出のまち）『エコノミスト』４月27日号（臨時

哨刊号）１９７２

｢西瓜の歴史」「毎日新聞』８月１６日１９７２

｢半自然」『文芸春秋』８月号l972

AKBAR，Ｍ,，工ＹＡＢｕＮＯ＆Ｓ,ＮＡＫＡｏ“Breedingforsaline-resistantvarietiesof

rice、１．Varialbilityforsalttoleranceamongsomericevarieties”ＪａＰａ抑.Ｊ・

ＢＴｅｅｄｍｇＶｏＬＺＺ，Ｎｏ．５１９７２

コメント（田中正武著『栽培械物の起源一コムギを中心として－』について）『季刊

人類学」ＶＯＬ３，No.４１９７２



｢シトギ考」『朝日新聞』２月３日１９７３

｢小麦の食べ方」『朝Ⅱ新聞』４月５日１９７３

｢ポナペ島のヤムのパン」『旅』７月号日本交通公社１９７３

｢モンゴールの羊肉料理」『旅』８月号日本交通公社１９７３

｢華北で味わう露店料理」『旅」９月号日本交通公社１９７３

｢インドの味・チャパテイ」『旅』１０月号日本交通公社１９７３

｢チベットのチユルピー」『旅』１１月号日本交通公社１９７３

｢回教|韮lの米料理パラオ」『旅』１２月号日本交通公社１９７３

｢食粒危機をもたらす集団農法」（特集是非とも言っておきたい）『諸君』１０月号

１９７３

｢どこへ行く日本人の噌好」『栄養と料理』１０月号１９７３

｢日本の高山柿物は亜高山帯にある」『生態学講座』月報１０１９７３

｢東西花弁の発達」『芸能史研究』No.４０１９７３

｢ブータンのイラクサ布」『信濃路』No.１１９７３

｢歴史意識と民族」『岩波講座世界歴史』月報No.３１９７３

｢粥」『栄養と料理』１月号１９７４

｢妙り麦」『栄養と料理』２月号１９７４

｢パン」『栄養と料理』３月号１９７４

｢餐」『栄養と料理』４月号１９７４

｢豆」『栄養と料摩理』５月号197４

｢芋」『栄養と料理』６月号１９７４

｢〈だもの」『栄養と料理』７月号１９７４

｢野菜Ｊ『栄養と料理』８月号１９７４

｢食用油」『栄養と料理」９月号１９７４

｢乳」『栄養と料理』１０月号１９７４

｢乳製品」『栄養と料理』１１月号１９７４

｢魚」『栄養と料理』１２月号１９７４

｢自然の文化史，栽培植物編」（１．雑草と栽培植物，２．半栽培という段階，３
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１ '自然の文化史，栽培植物編」（１．雑草と栽培植物，２．半栽培という段階，３．禾

本草原と穀類，４．主食としての果実，５．イモ類の毒ぬき，６．マメのローカル性，

７．雑穀の世界，８．油料作物，９．花弁と庭木，１０．飼料作物，１１．薬草はなぜ育

ちにくいか，１２．ナルコテイクス）『自然』１月号～12月号中央公論社１９７４

｢主食と副食，南北問題の一断面」『朝日新聞』１月26日１９７４

｢カンツバキーｌ「毎日新聞』２月22日（夕刊）１９７４

｢世界的にみたロードデンドロンの分布」（連続特集ロードデンドロン②）『ガーデン

ライフ』５月号１９７４

｢中国展にみる農業と手工芸」『読売新聞』７月１９日１９７４

｢わが学術探検の楽しみ」『月刊エコノミスト』８月号１９７４

｢牛乳と乳酸醗酵」『栄養指導者のしおり』No.３５１９７４
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｢今西さんとの出会い」『今西錦司全集』月報第３号１９７４

｢たべる」（中尾佐助．石毛直道．栄久庵憲司対談）『朝日放送』No.２１９７４

書評（篠田統著『中国食物誌』について）『経済往来』No.１１１９７４

｢自然保護と農業」『大阪農業』ＶＯＬ11,No.４大阪府農林技術センター１９７４

｢人間と農業」『大阪だより』No.３Ｚ１９７４

ＡＲＯＲＡ，ＹＫ.，ＹＭＯＭＯ'IzkNI＆Ｓ､ＮＡＫＡｏ“Peroxidasesysteminthefloralor-

gansofBego孔iαγｅｘＰｕｔｚ',ＪａＰａ抑.』.ＢγｅｅｄｍｇＶＯ1.24,Ｎｏ．１１９７４

｢自然と文化史，栽培植物編」（１３．モチとウルチ，１４．コムギとオオムギ，１５．香辛

料さまざま，１６．繊維柚物の食味，１７．甘味の歴史，１８．野菜食いの国，１９．緑蔭樹

と風致樹，２０．洗濯用の植物，２１．ビガーと自動育種，２２．栽培植物の変異，２３．栽

培植物の年代，２４．栽培植物の未来）『自然』１月号～12月号中央公論社１９７５

｢茶のはじまり」『淡交』３月号１９７５

｢オオイヌノフグリ」『朝日新聞』３月17日（夕刊）１９７５

｢菜の花_ｌ『朝日新聞』３月１８日（夕刊）１９７５

｢食パン」『朝日新聞』３月19日（夕刊）１９７５

｢自動販売機」『朝日新聞』３月20日（夕刊）１９７５

｢常緑樹の落葉」『朝日新聞』３月21日（夕刊）１９７５

｢ツバキとサクラ」『朝日新聞』３月24日（夕刊）１９７５

｢カタクリ」『朝日新聞』３月25日（夕刊）１９７５

｢牛乳」『朝日新聞」３月26日（夕刊）１９７５

｢庭へ来る烏」『朝日新聞』３月27日（夕刊）１９７５

｢心理の盲点」『朝日新聞』３月28日（夕刊）１９７５

｢大学の紀要」『朝日新聞』３月29日（夕刊）１９７５

｢絶景でなくても」『毎日新聞』５月５日１９７５

｢照葉樹林」『毎日新聞』５月１３日１９７５

｢生態系の保護」「毎日新聞』５月２０日１９７５

｢生態系から離脱する人間一ＳＦ小説の世界には，人間の未来のありかたにたいする，

無意識な願望が反映されている－」（特別企画人間に未来はあるか再考）『潮』８月

号１９７５

｢アジアの自然環境と文化複合」（中尾佐助・矢野暢対談）『アジア』８月号

１９７５

｢矛L文化と日本人」『毎日新聞』１０月２９日１９７５

<ぷろむなあど＞「山を歩けばササばかり」『科学朝日』１１月号１９７５

｢子どもとナチュラル．ヒストリー」『会報』（富山県小学校教育研究会）No.１７０

１９７５

｢文化財としての遺伝資源」（特大号遺伝資源としての植物）「遺伝』ＶｂＬ２９,Ｎｏ．

１０１９７５

｢縄文的自然から弥生的自然へ」（中尾佐助・佐々木高明対談）『知の考古学」
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Ｎｏ．４１９７５

｢農業と私，この一冊」『技術と普及』５１９７５

YAMAGucHIH.＆Ｓ､NAKAO“ＳｔｕｄｉｅｓｏｎｔｈｅｏｒｉｇｉｎｏｆｗｅｅｄｏａｔｓｉｎJapan”

ＪａＰａれ.Ｊ・ＢｒｅｅｄｍｇＶｂ1.25,No.１１９７５

｢人はなぜ旅をするか_ｌ『大学だより』大阪府立大学１９７５

書評（遠山富太郎著『杉のきた道一日本人の暮しを支えて－』について）『自然』

４月号１９７６

r東アジア文化は照葉樹林帯から」『読売新聞』９月１８日１９７６

｢アジアの自然環境と文化複合」（中尾佐助・矢野暢対談）『アジア』９月号

1976

書評（ハーバート．Ｇ,ベイカー著，阪本寧男・福田一郎訳『植物と文明』原著；

Ｈ・ＧＢＡＫＥＲ:PlantsandCivilization、１９７０について）『自然』１０月号１９７５

｢照葉樹林文化と日本」『人と国土』１１月号１９７６

「ドングリと烏」『アニマ』１１月号１９７６

｢イモの文化とイネの文化」『沖縄タイムス』１１月１２日１９７６

｢イモの文化とイネの文化ｊ『琉球新聞』１１月12日１９７６

｢米への考え方」『食櫛管理月報』２８巻11号１９７６

｢ロードデンドロンの原種の分布と環境」『新花弁』ＶｂＬ９Ｚ１９７６

対談「照葉樹林のおもかげ①一農耕文化の源流を訪ねて－』『畑地農業』No.２１５

１９７６

対談「照葉樹林のおもかげ②一アジア・農耕文化に思う－」『畑地農業』No.216

1976

コメント（山口裕文著『東アジアの雑草燕麦－その民族植物学的考察』について）

『季刊人類学』ＶＯＬ７，No.１１９７６

阪本寧男。田中正武・中尾佐助・樋口隆康・堀田満・渡部忠世・佐々木高明司会

・討論「栽培植物と農耕の起源」『季刊人類学』Ｖb1.7,No.２１９７６

コメント（徳井賢著『醗酵法の故郷』について）『季刊人類学』ＶＯＬ7,No.４

１９７６

｢合理と心1青」『地上』No.３家の光協会１９７６

｢国際農業情勢と日本」愛知県農業コンサルタント協会１９７６

｢青いケシの咲く村」『野生時代』ＶｂＬ３,No.６１９７６

｢野菜の文化」『ポエカ』夏号ポーラ化粧品会社１９７６

書評（石毛直道著「食卓の文化誌』について）『朝日ジャーナル』ＶｂＬ１８,No.５１

１９７６

｢マイホームの木と草」『花』208号フラワーソサイエテイ１９７６

｢ツツジ」『朝日百科，世界の植物』No.２１１９７６

｢ヒマラヤのロードデンドロン」『朝日百科，‐世界の植物』No.２２１９７６

｢第１回洛北セミナー開かる」『アニマ』５月号１９７７
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「日本人の来た道一体質は湖南型，言語はチベットービルマ語系，文化は照葉樹林文

化。これが日本人の原点だ－」（特集日本人はどこから来たか）『歴史と人物』６月

号１９７７

書評（塩谷格著『作物のなかの歴史』について）『自然』９月号１９７７

「日本人の来た道」『日本綿業倶楽部』月報No.３０３１９７７

「インドの山と森の信仰」『どるめん』No.１２１９７７

｢半栽培という段階について」『どるめん』No.１３１９７７

「ダージリン．ボタニカル．ガーテ､ン」『園芸新知識」タキイ種苗会社１９７７

｢栽培植物のはじまり」『学校放送』ＮＨＫラジオ１学期１９７７

｢分類の論理」『知の考古学』No.１１１９７７

｢高山植物と私_，『ＷｉｔｈGreen』Ｖb１．３，No.Ｚ１９７７

「ヒマラヤの青いケシー，『朝日百科，世界の植物』No.６３１９７７

｢有用植物を求めて_，『朝日百科，世界の植物』No.７１１９７７

｢文化を生んだ栽培植物」『朝日百科，世界の植物』No.７２１９７７

｢四大農耕文化の系統」『朝日百科，世界の植物』No.７２１９７７

｢料理技術の起源」『朝日百科，世界の植物』No.８３１９７７

｢作物のある風景」『朝日百科，世界の植物』No.８４１９７７

｢雑草の文化史」『朝日百科，世界の植物』No.９５１９７７

｢栽培からの脱出雑草」『朝日百科，世界の植物』No.９５１９７７

｢農業にみる日本文化の起源」『職員時報』８月１日号大阪府１９７８

｢雨期のヒマラヤの花」『サンケイ新聞』８月７日（夕刊）１９７８

｢乳利用の歴史」日本乳業協議会１９７８

｢米って，本当にすばらしい作物」『旅行春秋』No.１０日本交通公社，旅行クラブ

1978

｢築かれるかぃ米と乳〃の文化」『ＳＮＯＷ』Ｎｏｏ１９３雪印乳業株式会社１９７８

｢聖書と万葉集の植物」『朝日百科，世界の植物』No.１１９１９７８

｢タロイモは未来の重要な作物となるか」（中尾佐助・堀田満・西山喜一・小西達夫

・吉田彰共著）『採集と飼育』第40巻３号１９７８

｢菓子の起源とその定義をめぐって」『タカラブネインフォメーション』No.１１９７９

｢文化としての酪農_，『思う』No.１０麹町企画１９７９

｢東アジアの酒文化」（特別企画中国．東南アジアの酒）『食の科学』No.４７１９７９

｢乳の加工」『長寿多満』No.８１９７９

この人に聞く「食べ物と料理一民族の基層文化一」『畑地農業』No.２５０１９７９

｢照葉樹林文化の建築」『建築雑誌』Ｖｏｌ,94,No.１１４５１９７９

コメント（舟田詠子訳「第６王朝ペピオンク第２王子墳墓出土の真空状に保存された

エジプト菓子』について）『季刊人類学』Ｖb1.10,No.３１９７９

図書推薦文，Ｊ､Ｄ・フーカー著薬師義美訳『ヒマラヤ紀行』白水社１９７９

｢植物の採集と栽培植物_Ｉ（栽培植物と文化１）『採集と飼育』第42巻１号（１月号）
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１９８０

｢南太平洋の根栽農耕:文化」（栽培植物と文化２）『採集と飼育』第42巻２号（２月

号）１９８０

｢ニジェール河のほとり」（栽培植物と文化３）『採集と飼育』第42巻３号（３月号）

1980

rムギとパンのふるさと」（栽培ｵ直物と文化４）『採集と飼育』第42巻４号（４月号）

１９８０

r日本文化の母として」（栽培ﾎ直物と文化５）『採集と飼育』第42巻５号（５月号）

１９８０

｢多彩な栽培ﾎ直物を開発」（栽培植物と文化６）『採集と飼育』第42巻６号（６月号）

１９８０

｢1憂等生が多過ぎる」『言売売新聞』３月30日１９８０

｢小鳥や魚と遊ぶ」『教育の森』４月号毎日新聞社１９８０

書評（Ｎ・ヴァヴィロフ著，中村英司訳『栽培植物発祥地の研究』原著；

H､Ｈ・BaBHJIoB:H36paHHblel~IpoH3Be,ﾛ(eHm，Ｉ～11.1967について）「自然』５月

号１９８０

｢探検と私一照葉樹林を認識するまで－」（大阪府立大学農学部での最終講義・２月２０

日）『自然』６月号１９８０

｢雑草と人間文化」『本』７月号講談社１９８０

｢帆食生活〃をさぐる－われら第三の地球家族一」（石毛直道・中尾佐助対談）『国

際協力』No.３０３（７月号）国際協力事業団１９８０

｢日本文化の源流を探る－照葉樹林文化との接点一」（中尾佐助・玉城哲対談）

『エコノミスト』１２月25日，１月１日号（新年倍大号）１９８０

｢南総研だより発刊にあたり」『南総研だより』No.１鹿児島大学南方地域総合研究

センター１９８０

｢東南アジア・オセアニアの農耕文化論」（第１回南総研センター研究会・昭和55年６

月25日）『南総研だより』No.１鹿児島大学南方地域総合研究センター１９８０

｢南方地域総合研究センターの紀要の発刊にあたって」『南総研紀要』ＶＯＬ１，No.１

鹿児島大学南方地域総合研究センター１９８０

｢菓子の発達とその周辺」『タカラブネインフォメーション』No.２１９８０

｢料理の国の高い農業生産力」『朝日百科,，世界の食べもの』No.２１９８０

｢雪男はいるか」『大阪府立大学附属図書館館報』第６号１９８０

｢農業時代の食べもの」『葵』No.６３ホテルオークラ１９８０

｢押し花の楽しみ」（みんばく・えつせい３５）『月刊みんばく』ＶＯＬ４，No.９

国立民族学博物館１９８０

｢わが文明論的人口・食糧論」『朝日ジャーナル』ＶｂＬ２２,No.１７１９８０

｢日本文化の室町形成一花弁園芸の発達を中心に－」『創造の世界』No.３３１９８０

｢室町期一下池上と地方の時代一<シンポジウム>｣(上山春平・梅原猛・河合雅雄．
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327

328

329
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331
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２１

作田啓一．中尾佐助．林屋辰三郎対談）『創造の世界』No.３３１９８０

｢米食民族の食生活」『健康と体力』Ｖｏｌ､１Z,No.８１９８０

｢照葉樹林文化の森林観」『無限大』No.５１日本アイ・ビー・エム株式会社１９８０

｢インドのチャパティ」『世界の旅』No.１１㈱趣味と生活１９８０

｢文明の母胎となった農耕文化」『冬休み朝日科学教室』第12回１９８０

｢人間の住居をながめて」『建築家』No.３５１９８０

｢植物と文化」（１．サトイモ，２．バナナ，３．ヤムイモ，４．毒イモ，５．品種と

改良，６．パンノキ，７．二種類のイネ，８．雑穀，９．ムギ，１０．パン，１１．米の

食べ方，１２．モチ性デンプン，１３．豆，１４．果物とナッツ，１５．野菜，１６．飼料作物，

17．コーヒー，１８．雑草，１９．緑蔭樹，２０．東西の花の文化）『南日本新聞』１月４日
～５月１７日１９８１

｢日本人のルーツ連続対談３」（大野晋。中尾佐助対談）『週刊朝日』（増刊）

２月１５日号１９８１

｢農耕文化と共に四方に広がった照葉樹林文化」（大野晋・中尾佐助対談）『週刊

朝日』（増刊）２月１５日号１９８１

｢近代化にゆれる秘境」（桑原武夫。中尾佐助．松尾稔対談）『毎日新聞」１１月２４

日１９８１

谷本忠芳・松本豪・中尾佐助「東南アジアの野生サトイモについて」『近畿作物・

育種談話会報』２６号１９８１

｢ヒマラヤのプリムラ」『新花井』No.１０８１９８１

｢足踏包丁と胸突包丁」『民博通信』No.１５国立民族学博物館１９８１

｢樹木の博物誌」（中尾佐助．吉田光邦対談）「is』ＶＯＬ１５１９８１

｢フィールドノート論」『ＴＢＳ調査月報』No.２７１１９８１

｢タローイモの起源と文化」（第２部イモ類の起源と分化）『育種学最近の進歩」第

22集（第２２回日本育種学会シンポジウム報告・昭和55年10月16～１７日）日本育種学会

１９８１

｢人類は毒をうすめて食べてきた」『談』No.Ｚ４たばこ総合研究センター１９８１

｢再論・米穀一万年貯蔵のすすめ」（特集日本農業の〔選択肢〕をさぐる③）『技術と

普及』ＶＯＬ18,No.１１９８１

｢照葉樹林文化とナラ林文化文明のクロスロードⅣ」『文明のクロスロードMuseum

Kyushu』ＶＯＬＩ，Ｎｏ．４１９８１

｢黒アフリカの農耕と牧畜_，『朝日百科，世界の食べもの』No.４６１９８１

｢西アフリカのコーラ文化」『朝日百科，世界の食べもの』No.４７１９８１

｢自然風土と食べ物の系譜」『朝日百科，世界の食べもの』No.４８１９８１

｢台所に見るインドの食文化」『朝日百科，世界の食べもの』No.４８１９８１

｢ヒマラヤの酒_ｊ「朝日百科，世界の食べもの』No.５０１９８１

｢農耕文化史から見た東南アジア」（南総研シンポジューム報告・昭和55年10月18～２１

日）『南総研だより』No.３鹿児島大学南方地域総合研究センター１９８１
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334

335
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338

339
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341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

｢『南海研だより』と改名するにあたって」『南海研だより』Ｎｏ．４鹿児島大学南方

海域研究センター１９８１

｢照葉樹林文化と鹿児島」（南総研センター創立記念講演会・昭和55年９月20日）『南

海研だより』No.５鹿児島大学南方海域研究センター１９８１

｢『南方海域研究センター』の発足にあたって」『南海研紀要』ＶｂＬＺ,No.１鹿児島

大学南方海域研究センター１９８１

｢南海の自然と人１，今に残る最後の楽園」『南日本新聞』２月26日１９８２

｢人と花の世界史」『サンケイ新聞』４月30日１９８２

座談会「世界の稲をめぐって－その歴史，文化的背景と望まれる国際協力一」（中尾

佐助．松尾孝微．末次勲対談，特集世界にひろがる稲づくり）『国際協力』Ｎｏ．

3２７（７月号）国際協力事業団１９８２

｢野菜の花・栽培の花」『サンケイ新聞』１２月11日１９８２

｢歴史意識と民族」『岩波講座世界歴史』月報岩波書店１９８２

｢照葉樹林文化帯」『ＮＨＫ歴史への招待』No.２０１９８２

｢料理の文化」（中尾佐助．香川芳子・筑波常治対談）『ぱいぷ』No.３４日本専売

公社１９８２

｢南方海域と鹿児島」会報『鵬南』第７号鵬南クラブ（鹿児島）１９８２

｢ナットウとミソの来た道」『クロスロード』ＶｂＬ１８,No.ＺＯ１１９８２

｢中国の風土と歴史を語る(8)」（中尾佐助・藤堂明保対談）『中国の古典』（付録）

学研１９８２

｢中国の粉食」『朝日百科，世界の食べもの』No.６３１９８２

｢中国の米と粒食」『朝日百科，世界の食べもの』No.６５１９８２

｢東南アジアの野菜」『朝日百科，世界の食べもの』No.７５１９８２

｢鹿児島の南方野菜」『朝日百科．，世界の食べもの』No.９６１９８２

｢日本の野菜と果物」「朝日百科，世界の食べもの』No.１０４１９８２


